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士壌微生物と土壌病害

諸見里善一

(琉球大学農学部）

沖縄県の土壌の徹生物相

沖縄県にはジャーガル、国頭マージおよび島尻マー

ジと称する土壌が分布し、これらは耕作地の約90％を

占めている。これはわが国の最大面積を占める士壌が

火山灰や火山噴火物等を母材とする火山性土壌である

のと対称的である。

ジャーガルは沖縄本島中・南部に広く分布する泥灰

岩（クチャ）を母材とした重粘質のアルカリ性土壌で

ある。国頭マージは本島中・北部および石垣・西表島

等に分布する古生代～中生代の洪積性堆積物である千

枚岩や花崗岩等の礫層を母材とする酸性土壌である。

また、島尻マージは本島中・南部、宮古島、石垣島、

大東諸島などに分布し、更新世の隆起さんご石灰岩を

母材とした弱アルカリ性の土壌である。これらの土壌

は植物や微生物の分布に非常に特異性があり、それぞ

れ独特の植物生態系を構成している。そしてこれらの

土壌の物理性、化学性および生物性の違いは士壌中に

棲息する微生物相に大きな影響を及ぼしている。

表１に、土壌希釈平板法による豊見城村の野菜圃場

の土壌（ジャーガル：ｐＨ7.5）と名護市のパイナップ

ル圃場の土壌（国頭マージ：ｐＨ4.5）の微生物相の比

較を示した。総菌数はジャーガルの方が多いが、これ

は一般に中性～アルカリ性の土を好むバクテリアの数

が多いことによる。これに対し国頭マージはｐＨが低

いため、バクテリアは少ないが糸状菌はジャーガルの

約２倍棲息していることがわかる。さらに、糸状菌に

関して、希釈平板法により分離した菌を同定してみる

とそれぞれの菌相もまったく異なる。国頭マージでは

PmjcjJljum，汁jChoderma，Ｃｈａｅｔｏｍｉｕｍが優先

種であるのに対しジャーガルではASpe7gj"us，

Ｃ２ｐｈａ７･oSpo7ium,Fusa7･jum,RhizOpus,Ｐ/Dｏｍａ

はじめに

土壌は岩石などの母材が長年にわたり風化や生物の

作用を受けできたものである。特にその生成における

生物の作用は不可欠であり、それは、地球とよく似た

組成からなる月が、おおよそ同じ年齢（約45億年）で

あるにもかかわらず、未だ岩石の風化物程度にとどまっ

ていることからもよくわかる。

無機的な岩石が肥沃な土壌になっていくには短くて

も数十万年、長いものでは数億年を要すると考えられ

ている。

一方、土壌を作り出してきた生物もまた±霞に大き

く依存している。植物は土壌中に根をはり、そこから

成長に必要な水分や各種栄養分を吸収する。草食動物

にはこのように生育した植物を食べて成長し、さらに

これらは肉食動物の餌となっていく。そして、これら

の動植物の排泄物や遺体は土壌中に棲息するさまざま

な微生物に分解され、再び±に帰り養分として利用さ

れる。土壌微生物にはこのような分解者のほかにも窒

素固定菌等直接植物にとって有用なものも多い。しか

しなかには植物に病原性をもつものもあり、これらは

土壌伝染性植物病原菌と称されている。

農業の基本は土壌である事は言うまでもない。しか

し近年、これまでの地道な士づくりを怠り、連作、化

学肥料や農薬偏重による土壌の撹乱の結果、地力は低

下し各地でこれまでに例にない土壌病害の発生を見て

いる。これは沖縄県においても例外ではなく既知の病

害のほかニンジンの萎ちよう病等新病害の発生も認め

られている。本文においては激発する土壌病害にどの

ように対処したらよいかという目的で、まず沖縄県の

土壌とその住人である土壌微生物の特徴および防除の

基本的考え方についての解説を取りまとめた。
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表１ジャーガルおよび国頭マージの微生物相 ならない。表３に宜野座村におけるパイナップル（国

頭マージ：ｐＨ4.2）と、ｐＨを調整した野菜圃場（国

頭マージ：ｐＨ7.8）の微生物相を示した。これらの圃

場は隣接しているにもかかわらず微生物相が著しく変

遷していることがわかる。またｐＨを中性～アルカリ

に変えた国頭マージでは、Fusarjum菌が増加してく

る等、糸状菌の種類もｐＨ値の似たジャーガルに近い

ものに変遷する。作物を栽培する場合にはこれらの微

生物相の特徴を把握することで土壌病害の発生の予測

がある程度可能と思われる。

微生物

の種類

供試土壌

ジャーガル

（ｐＨ7.5）
国頭マージ

（ｐＨ4.5）

糸状菌

細菌

全菌数

4.0×１０６

９．３×１０７

９．７×１０７

7.5×１０６

２．８×１０７

３．６×１０７

*1984年

表２国頭マージとジャーガルの糸状菌相

沖縄県における土壌病害の特徴

本県は本国唯一亜熱帯に位置する県であり、土壌は

いずれも排水性が悪く、長期の連作を続けたり、±壇

管理が悪い圃場ではほとんど例外なく作物固有または

共通の土壌病害が発生する。特に、近年耕作法や施肥

法の変遷に伴い、発生頻度および被害程度は大きくな

る一方で、その対策に農業関係者は頭を悩ませている

のが現状である。

土壌
属名

国頭マージジャーガル

ASPsergZZZus
C2pharoSporjum
Chaetomioum

nusarium

Gongro7zeZZa
PmicjZJjum

Phoma

Rhjzocto"ja

RhjzOpus
T1rjchodCrma

Unknoｗｎ

０
３

ｍ
２
５
５
５

●
●
●
●

●
●

０
０
９
１
６
２
０
０
０
８
４

４
１
２

６
４
５
８
９
２
７
５

●
●
●
●
●
●
●
●

２
２
０
８
０
６
０
１
１
０
４

２
１
１

１
１
１

新しい土壌病害防除法

土壌病害の病原となる菌は一般に病原性が弱く、日

和見感染するものが多く、発病は病原菌、土壌環境お

よび宿主の３つの条件を満たしたときはじめて起こる。

よって防除の基本は１）主因一病原菌の個体数を減少

させる、２）誘因一土壌の諸環境を病原菌にとって悪

く、宿主にとってよい条件にする、３）素因一植物体は

病原菌に感染しにくく、また感染しても発病しないよ

うな健全なものに育成する、ことである。これらに共

通することは罹病残置を丁寧にとり除き、常に圃場を

清潔に維持し、土壌は有用微生物相が豊富で有機質の

富んだ肥沃なものにする。薬剤防除は、病害であるか

否か、病害の種類を病徴・標徴により確実に診断し常

に先取りした形で効率よく行ない、施肥は栽培的見地

のみならず作物の圃場抵抗性を考慮して行なう、筆に

集約される。とくに土壌病害を化学薬剤のみで完全に

防除できた例は少なく、また農業生産を上げる目的で

a)分離率（％）

表３．１の異なる国頭マージの徹生物相

微生物

の種類

供試士壌

パイナップル圃場
（ｐＨ4.2）

野菜圃場
(ｐＨ7.8）

糸状菌

放線菌

細菌

２１×１０６６．１×１０６

２．２×１０７ ９．３×１０７

２．８×１０７ １４×１０８

*1989年

等が多く棲息する（表２）。国頭マージの特徴は酸性

士壌であり、元来上記のTrjchoderma菌のような士

壌伝染性の病原菌に対して拮抗的に働く菌が多く生息

するが、ｐＨが低いためパイナップルやチャ以外の作物、

特に野菜等を栽培するためにはｐＨを調整しなければ
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使用された農薬による防除は目的の病原菌ばかりでな

く他の有用な微生物も同時に死滅させるほかに、汚染

や生態系の破壊および人畜への悪影響が指摘されてい

ることからも生物的・生態的防除法に主眼をおいて、

複数の防除法を合理的に組合せた総合的防除法を効率

よく講じることが肝要である。以下に近年注目されて

いる生物的・生態的防除等の例を述べる。

により宿主の抵抗性が誘導されるためと考えられてい

る。

３．耕種的防除

土壌病害の発生している畑地を湛水してこれを防除

しようとする試みがある。湛水による効果は土壊の嫌

気的状態での病原菌に対するストレスと拮抗細菌の増

加によるとされ、菌核病等特定の病害の防除には効果

がある。しかし白絹病菌の菌核は畑地よりむしろ湛水

条件で生き残りやすいとする報告や、またフザリウム

やリゾクトニア菌では効果は弱いという報告もある。

１．拮抗搬生物による防除

土壌中の植物病原菌はそこに生息する拮抗微生物の

作用を受けてその生育や活動を妨げられたり死滅した

りする。その作用には寄生、抗生、競合、捕食、溶菌

などがありこれを利用したのが生物的防除である。生

物的防除法は化学農薬の問題点が指摘された近年研究

が盛んになり、すでに商品登録されたものもある。

(1)わが国ではトリコデルマ菌を使った製剤が大島

(1966）によって開発されタバコ白絹病および腰折病な

どで実用化されている。また諸外国においても苗立枯

病、菌核病、萎ちよう病などで防除効果があることが

明らかとなっている。

(2)根頭がんしゅ病の防除にAgro6acte7jum

radjo6acterstrain84による防除が実用化にいたっ

ている。これはstrain84がagrocin84と称するバク

テリオシンを産生し、これが根頭がんしゅ病菌のＤＮＡ

や細胞壁合成を阻害することによる。

(3)蛍光性Pseudomonczs菌が細菌病や立枯病の発生

を抑制してジャガイモ、ダイコン、コムギ、ワタなど

の作物の生育を促進し増収をもたらすことがわかって

いる。これはこの細菌がシデロフォアと称する鉄キレー

ト剤を生産し、これによって根圏の鉄が取り込まれて

病原菌の生育を押さえるためと考えられている。

４．物理的防除

糸菌状の胞子形成が光照射を必要とする性質を利用

した防除法で菌核病や灰色かび病の防除に用いられて

いる。菌核病菌(ScZerotmjascZerotjorum）は土壌

に混入した菌核から子嚢盤を発生させ、中に子嚢胞子

を内蔵した子嚢を形成する。これらの胞子は気中に飛

散し伝染源となる。子嚢胞子の形成には波長350,ｍ以

下の紫外光が必要であり、そこで紫外光を吸収・除去

するフィルム（ＵＶＡフィルム）を用いたハウスで菌核

病菌の菌核を士壌に接種し菌核病の発生を、紫外線を

透過する一般の農業用のビニールフィルムのハウスと

比較したところ、ＵＶＡフィルム区では菌核病菌の子嚢

盤はまったく形成されず菌核病の発生も認められなかっ

た。また同様な防除効果は灰色かび病菌（Botmﾉtjs

cmereα）においても認められた。

日射が強い時期にハウス内を20～40日間密閉して温

度を上げ、各種士壊病害を抑制する方法が実施されて

いる。この方法は対称病害によって効果が異なるが、

イチゴ萎黄病、萎ちよう病、ウリ類菌核病、ナス半身

萎ちよう病等では有効とされている。沖縄県は全国で

最も日射が強い地域であり、夏の栽培休閑期における

ハウスでの実施はより有効と考えられる。

２．抵抗性の誘導による防除

健全なサツマイモの導管に生息する非病原性の

Fusarjumo苑ysporumがサツマイモのつる割病菌

(Ｆ，orySporumfsp，ｂａｔａｔａｓ）の発病を抑制する。

これは微生物製剤として実用化しており、非病原性菌

主要作物の±壇病害

沖縄県で栽培されている作物の土壊病害およびその
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病害菌を下記にまとめた。なお、菌核病や灰色かび病

等は土壌病害に入れない見解もあるが、土壌で生き残っ

た菌核が伝染に大きく関与するため、本文では広義に

解釈し士壊病害として取り扱った。また、下記に記載

した病害はかならずしもすべてが本県での発生が確認

されたものではない。

Ｉ・食用作物・特用作物

１．イネ

紋枯病Ｒ/ZjzoctomasoJani，小球菌核病

LeptoSphaerjasaM"jj，灰色菌核病Sclerotjum

mmigatum，褐色菌核病Cbratobasjdjum

setarjae，苗立枯病肋sarjumroseumfsp、

cereaZis，Ｆ・soZanj，ＭＵｃｏ７ｓｐ.，Ｐｈｏｍａｓｐ.，

けｔｈｊｍｇｒａｍｉ"jcoJa,ｐｓｐｍｏｓｕｍ,Rjrregulare，

Ｐ､syZuatjcum・Ｐ・in/Ｍｕｍ，Ｐ、torLLZosum，

Ｐ．αrjstoSpo7um，RhjzOpus，chmelzsjs，Ｒ・

ar7Ajzus,Rstolo几娩r,ＲｏＭａｅ,Ｒ､ﾉauamcus，

Ｒ・nodosus，Trjchodermauj｢jde，赤色菌核

病Rhizoctoniaoryzae，白絹病ScZerotjum

ro胸j，綿疫病PhD'tOPMZoramegaSPerma

Uα｢，Ｓのａｅ

２．トウモロコシ

腰折病ＥｙＷｕｍａｐｈｃｍｊｄｅｒｍａｔｕｍ，紋枯病

Ｒ/DjzoctomasoZani，苗立枯病Fusarjum

gramjnearLLm，けthiumparoecandrum，Ｐ，

ｓｙＺＵａｒｊｃｕｍ，ＲｕＺｔｊｍｕｍ

３．サツマイモ

立枯病SZ7eptomycesUpomoecze，葉枯病

Fusariumsp.，灰色かび病ＢｏｔＭｊｓｃｍｅｒｅａ，

褐色乾腐病mrjchodermasp.，菌核病

ScJerotmiascZerotiorum，黒あざ病

MOniJochaetesjn/i4sca7zs，紫紋羽病

HbJico6asidiummompa，軟腐病RhjzOpus

stoZon舵７，Ｒ、tritici，根腐病ThieJaujOpsis

basjcoJa，白絹病ScZerotjumro舵jj，白腐病

〃tﾉZiumspmosum，Ｐ、uJtumum，白紋羽病

RoseZJ〃α〃ecat｢Zr，小粒菌核病SCJeroti"iａ

ｍｊ几o７，つる割病FusarjummcySpo｢ｕｍｆ・ｓｐ・

ｂａｔａｔａｓ

４．ジャガイモ

青枯病PseudomonassoZanacearum，軟腐病

Duﾉjnjacarotouo7asubqD，carotouora，そう

か病Streptomycessca6jes，象皮病Streptomyces

uerrucosus，疫病Ｐ/MOphthorajn/bstα"s，

銀か病Ｓｏｏ"dyJocJadiumatroujre"８，灰色か

び病BotMjscj"erea,半身萎ちよう病VbrtjcjJJjum

aZ6o-atrum，ＭｄａＭａｅ，乾腐病Fusα（um

soZα"ｉｆ、ｓｐ・ｒａｄｉcicoZa，Ｆ・orySporum，Ｆ・

SOJα"ｉｆ、ｓｐ、ｅｕｍα｢tjj，菌核病ScZerotmja

scJerotjorum，黒あざ病Rhizocto"ｊａｓｏｒａｎｊ，

紫紋羽病HbZjco6asjdjummompa，炭そ病

ＣＯ此totrjchumatrame7ztarjum

５．サトウキビ

根腐病Ｂ'thiumarrhe"ｏｍα"es，白絹病

ScJerotiumro胸i，立枯病Mzrasmjum

saccharj，虎斑病Rhjzocto"jasoUα"』

６．クワ

紫紋羽病HCJico6asidjummompa，白絹病

Sclerotiumro胸i，白紋羽病RoseZJj"jα

〃ecatrjr

７．チャ

苗根腐病Ｐｙ伽ｕｍｓｐ、C1yZj"drocZadiumsp.，

白紋羽病RoseZZmianecatr比

８．イグサ

紋枯病Rhjzocto7zjasoZα"j，冬紋枯病

Cortjcjumgramjneum，株腐病Fusarjum

roseumfspcereaJis

９．タバコ

立枯病Pseudomo7zassoJanaceaｒｕｍ，疫病

PhytOpMDoraparasiticavar・njcotiα"αe，灰

色かび病ＢｏｔＤ′tiscmerea，菌核病ScJerotjnja

scJerotjorum，腰折病Rhjzocto"jasoJα"j，

舞病EytﾉMumdebqMznum,RCZphaJMermatum，

紫紋羽病HbJico6asjdiUmmompa，白絹病



諸見里：土壌微生物と土壌病害 9１

SbJero伽ｍＭ/Sjj，白紋羽病RoseZZinja

necatrm

Ⅱ、野菜・草花・果樹

１０．キュウリ

菌核病ScJerotj"jascZerotjo｢ｕｍ，疫病

Ｐ/ＺｙｔＯｐｈｔｈｏ７ａｍｅｌｏｎｉｓ，Ｐ・nicotiα〃αｅｖａｒ・

pczrasjtjca，斑点細菌病Pseudomo"αs

syrjngaepv・ZachM7Da7zs，軟腐病〃u几nja

carotoUo7asubsp・carotouora，灰色かび病

Ｂｏｔｍ′tjscj几erea，半身萎ちよう病VbrtjcjZZjum

daMae，ホモプシス根腐病PhomOpsjs

scJerotjojdes，菌核病ScJerotj"jａｓｃｌerotjorum，

苗立枯病Eyt/ZjUmCuCur6jtaceα｢Ｕｍ，

Ｐ・ｄｅ６ａｍﾉα"ｕｍ，Rhjzocto"ｊａｓｏＺａｍ，根腐

病四ythiummyriotyZum，Ｐ・ｕｏ血Zum，白絹

病SbZerotjumrol/Sjj，つる割病FUsα｢ｊＵｍ

ｏ〕CD'Sporumfsp、cucume7jnum，綿疫病

及ythjumcup/､α几ｊｄｅｒｍａｍｍ

ｌｌ・スイカ

疫病Ｐ/MOpMtoradrechsZerj，半身萎ちよう

病VbrtjcMumdbzMae，褐色腐敗病

Ｐ/tytOpMZoracqpsjcj，菌核病ScZerotjnja

scJerotjorum，白絹病ScZerotjumro砿jj，

立枯病Eythjumde6a7w"ｕｍ，つる割病

FusarjumorySporumf・ｓｐ．〃jueum

l2、カボチャ

疫病Ｐ/MOpMZoraccUpsjcj，灰色かび病

BotMiscjne｢eα，白絹病ScJerotjumro胸ｊ

13．ヘチマ

苗立枯病変ythiumhemmianum，つる割病

Fusarjumo｡cySporumf・ｑＭＭ/ｔｚｅ

ｌ４・ニガウリ

疫病PhytOpMZorα〃jcotjα"αｅｖａｒ､pczrasjtjca

１５．メロン

斑点細菌病Pseudomo几ａｓｓｙｒｍｇａｅｐｖ・

Ｊａｃｈ〃ｍａ７ｚｓ，軟腐病Ｅ〉Ｍ"iaca7otoUora

subsp・carotouora，疫病Ｐ/iytOpMDora

〃jcotjα"αｅｖａｒ・ｐａｒａｓｊｔｊｃａ，半身萎ちよう病

Ｖｂ｢tjcjZZjUmdaMae，Ｖ〃jg｢esce"s，菌核病

ScZe｢otmjascJerotjorum，苗立枯病

RhjzoctonjasoJaJzj，根腐萎ちよう病Ｂ'thjum

SpJendens，根腐病lVbduZiSporjumsp.，白絹病

ScZerotiumro舵ｉｔ，つる割病Fusα｢ium

orySporiumfsp・meZo"ｉｓ

16．ハクサイ

黒斑細菌病Pseudomo"αｓｓｙｒｍｇａｅｐｖ、

macuUjcola，黒腐病ＸｍｚＺｈｏｍｏｎａｓ

ｃａｍｐｅｓｔｒｊｓｐｖ・campestrjs，軟腐病Eruﾉjnja

carotouorasubqD.carotouora，菌核病

ScZerotmjascZerotiorum

l7・キャベツ

黒斑細菌病PseudomonasSyrmgaepv、

macuJjcoJa，黒腐病Xmzthomonas

campestrispv・campest7is，軟腐病Ｅ、ﾉinja

carotouarasubqD.ｃａｒｏｔｏｕａｒａ，灰色かび病

ＢｏｔＭｊｓｃｍｅｒｅａ，萎黄病msarium

orySporumfsp・ＣＯ昭mtj"α'@s，菌核病

Ｓｃ化rotmjascJerotjorum，苗立枯病

Rhjzocto"ｊａｓｏＪａｍ，バーティシリウム萎ちよう

病VbrtjcMZjumdaMae

l8・ダイコン

黒斑細菌病Pseudomonassyrjngaepv・

macuZjcoZa，黒腐病Xmzthomonas

campestrjspv・campestris，軟腐病Eruﾉmja

carotouorasubq｡.carotouora,腐敗病Ｂ'thjum

uJtium，萎黄病肋sarjumojcySporumf．ｑ０．

rCZphα"j，菌核病ScJerotj几iascJerotoj7um，

根腐病ＲﾉMzoctomasoZani，バーティシリウム

黒点病VbrticMumdaMae

l9・レタス

斑点細菌病Xbznthomo7Dascampestrjspv・

ujtjaJzs，腐敗病Pseudomo"αscjchorjj，

Ｐ・ｍａ７ｇｍａＪｉｓｐｖ.ｍα壇ｍａｌｊｓ,ＲＵｊ戒ＣＭα､α，

軟腐病〃uﾉmjacarotouo7αａ』bqD.carotouora，
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灰色かび病Botrytisci"ｅｒｅａ，菌核病Ｓｃにrotj

〃jascJe7otiorum,根腐病Fusarjumorysporum

f、ｓｐＪａｃｔＵｃａｅ，すそ枯病Rhjzocto7ziasoZα"ｊ

20．ニンジン

萎ちよう病ＦＬＬｓａ７ｉｕｍｏ.cｼsporum，斑点細菌病

Xa7zthomo"αscampestrispv,carotae，根頭が

んしゆ病Agro6actetrjumtumeﾉﾋucjens，軟腐

病EruﾉmjacarotouorasubqD.carotouora，乾

腐病ＦｕｓａｍＬｍｓｏＺａ７ｚｊｆｓｐ．「αdicicoJa，菌

核病SbJeroti"jamtermedja,SscUe7otiorum，

しみ腐病豆ythjumsuZccztum，紫紋羽病

HbZjco6asjdjummompa，根腐病Rhjzocto"ja

soZani，白絹病ScZe7otjumrol/Sij

21・ネギ

軟腐病Erumiacarotouorasubqo・carotouora，

Ｅｃｈｍ'sα"ｔｈｅｍｉｐＭｃｈｍ′ｓａｎｔｈｅｍｉ，疫病

PhytOphthoranicotia几ａｅｖａｒ・nicotja7zae，

萎ちよう病Fusadrjumo難ySpo7umf．ｓp，

cepae，紅色根腐病Ewe7zochaetaterrestrjs，

黒腐菌核病Ｓｃ比rotjumcepiuo7um，苗立枯病

Rhizocto"ｉａｓｏＺａｍ，白絹病ＳとZerotiumro胸j，

白色疫病Ｐ/ZytOphthoraporrj，小菌核病

SbJerotjumaZJj

22，インゲンマメ

青枯病ＰseudomonassoZanacearum，葉腐病

Rhizocto"jasoZα"i，灰色かび病Botrytis

cmerea，菌核病Ｓｃ比rotj"jascJerotio7um，根

腐病FlLsa両umsoJα"ｉｆ・印.ｐ/ZaseoJi，リゾク

トニア根腐病Ｒ肱octomasoZa几i、白絹病

ScZerotjum7o胸j，炭腐病MbzcrOp/Zomi"α

ｐﾉtaseoZj"α,綿腐病町thiumaphanjdermatum

23・オクラ

半身萎ちよう病VertjcjZZjmdaMae，苗立枯病

囚yt/Zjumsp.，RhizoctonjasoZani，立枯病

肋sarjumojcySporumf・ｓｐ・uasjn/bctum

24・トマト

冑枯病PseLLdomo"αｓｓｏＺα"αcea7um，斑点細

菌病Ｘｍｚｔｈｏｍｏ"αscampest7jspv・uesjcatoria，

かいよう病ＣＯＤ'"e6acterjummjchigcme"ｓｅ

ｐｖ､mjchigaJze"se，黒点細菌病Ｐｓｅｄｏｍｏ７ｚａｓｕｊ

ｒｉｃＭａＵａ，軟腐病Ｄｕｍｉａｃα｢otouorasubqD．

carotouora，疫病Ｐ/MOphthorajn/bstα"８，灰

色疫病Ｐ/DytOpMZoracqpsici，灰色かび病

BotMjscjnerea，半身萎ちよう病VbrtjcjJZium

daMae，萎ちよう病FusarjumorySporum

fsp・DcOpersicj，褐色腐敗病Ｐ/MOpMZora

njcotiα"αｅｖａｒ・Hzrasitjca,褐色根腐病

囚yrenochaetaJycOpersjci，菌核病ScZerotjnia

scJe7otjo7um，黒点根腐病ＣＯ此tot7Mtum

at7αmentarjum，紅色根腐病Ｂ'7enochaeta

ter｢estris，苗立枯病Eythjumue｡cα"８，

Ｒ肱octo"jasoZcmi，根腐病四ythium

myrjotyZum，Ｐ・dissotocum，根腐疫病

Ｐ/MOphtho7adrechsZeri，白絹病ScJe7otium

ro舵jj，小粒菌核病ScZerotmjamj"o７，綿疫

病囚ythiumqphα"idermatum

25・ナス

青枯病Pseudomo"αssoJa7zacearum，斑点細

菌病Pseudomonassp.，褐斑細菌病

PsezLdomonascichorii，茎腐細菌病Eruﾉjnia

chrysα"t/Ｄｅｍｉ，軟腐病Ｅ、ﾉj"jaca7otouo7a

a｣bqD.carotouo｢α，疫病PhytOpMZora

n/bstα"s，灰色かび病Ｂｏｔ７Ｍｊｓｃｍｅｒｅａ，半枯病

FusarjumojcysporumfspmeZo昭e"αe，

半身萎ちよう病Vbrtjcj"jumdCzMae，褐色腐

敗病PhytOphthoraccLpsicj,菌核病ScZe7ot伽α

Sc化rotjo7um，黒点根腐病CMletotrjchzLm

atrame"tarjum，苗立枯病Rhjzocto7ziasoZani，

根腐疫病ＰｈＤ'tOpMZora6oehmerjae，白絹病

Ｓｂ上rotjｕｍＭ/isjj，綿疫病Ｐ/DytOpht/､orα

〃jCOtjα"αｅＶａｒ・niCOtja7Zae

26・ピーマン

青枯病Pseudomo,ＤａｓｓｏＪα"αcearum，斑点細

菌病Xmthomonascampestrjspv・uesjcatorja，
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かいよう病勵山j"ｊａｃα｢otoUorasubqD

camtPuora，疫病PhytOphthoraccZpsicj，灰色

かび病Ｂｏｔｍﾉtjscmerea，半身萎ちよう病

VbrticjJZiumdaMae，萎ちよう病Ｆｕｓａ７ｊｕｍ

ｏｊｃ３'Sporum，菌核病Ｓｃ比roti"iascJe7otiorum，

黒点根腐病ＣＯ此tot7ichUmat7ame"tarZLLm，

苗立枯病Ｒ/Zにocto"iasoZα"i，白絹病

SbZerotiumro胸ｊ

27．ミョウガ

根茎腐敗病Pyt/zjumzmgj6eruｍ，紋枯病

Rhjzocto"jasoJam

28・ニンニク

軟腐病Ｅ、ﾉinjacarotouo7asubq0.ca7otouora，

紅色根腐病Ｂ're"ochaetasp.，黒腐菌核病

Ｓｃ化rotjumcepiuo伽、，白絹病Ｓｃにro伽ｍ

Ｍ/Sjj，白色疫病PhytOp/Zthoraporrj

29サトイモ

軟腐病Ｅ、ﾉmiacarotouorasubqo,carotouora，

疫病PhytOpMtoracoJocasiae，乾腐病

FusariumsoZam，黒斑病Ceratosystis印.，

根腐病乃伽ｕｍｍｙ｢jotyJum

30、タイモ

立枯細菌病Eruﾉj"ｊａｃｈⅣｓａｎｔｈｅｍｊ，軟腐病

Duﾉj"jacarotouorasubqD・CCa7otouora，疫

病PhytOpMmracoJocasjae，卓i腐病FtLsarjum

soJcmi，根腐病Eythjummy7jotyZum

31・パインアップル

根腐萎ちよう病PhytOpMZo7aparasitica，Ｐ・

ｃｍｎａｍｏ"j，心腐病Ｐ/MOpMZoraparasjtjca，

Ｒｃｍ"αｍｏｍｊ，花しよう病Duﾉ〃αｃｍａ"α８

３２カンキツ

根頭がんしゅ病Agro6acte｢jumtume/MelDs，

疫病PhytOphthorα〃icotjα"αｅｖａｒ・

parasjtjca，RcjtrOpMjora，紫紋羽病

HeJjco6asidjzLmmompa，白絹病ScZerotjum

ro胸j，白紋羽病Rose"〃α〃ecatrZ苑

33．バナナ

パナマ病（萎ちよう病）FYLsarjumo｡cﾂspo7um

f．ｓp、cu6e"s，白絹病ScZerotjumrol/Sjj

34・パパイヤ

苗立枯病及ythiumsp.，疫病PIMOpMjorα

〃jcotjα"αｅｖａｒ・parasitjca

35・キク

青枯病Pseudomo7zassoZα"αcearum，根頭が

んしゅ病Agro6acterjumtume/bZcje"s,軟腐病

ＥｒＭ"jaca7otouoraa｣bqD.carotouora，疫病

PhytOpMZoracactorum，灰色かび病ＢｏｔＭｊｓ

ｃｍｅｒｅａ，半身萎ちよう病Vbrtic伽ｕｍｄａｈＪｉａｅ，

菌核病Ｓｂに｢ot〃αSc比rotjorum，白絹病

ScZerotjumro(/isjj,立枯病Rhjzocto"jasoJα"ｉ

36．ユリ

軟腐病Ｅ、ﾉmjacamtouorasubsp・ｃａ７ｏｔｏＵｏｒａ，

疫病PhytOpMDoracactorum，Pknjcotjα"αｅ

ｖａｒ､parasjtjca,葉枯病BotFytiselZjptica，腐

敗病Ｒ肱Opus〃ecα"８，Ｒ・〃egrica7zs，Ｒ・

ｏｎﾉzae，茎腐病Fusarjumsp.，黒腐菌核病

Ｓｃ化rotiumcepiuorumvar，tzLJjpae，紫紋羽病

HbZjco6asidjummompa，白絹病ScJerotjum

ro晩jj

37・グラジオラス

首腐病PseudomonasgJadjoJipv・gJadjoZj，

青かび病〃"jCMUmgJadjoZi，ポトリチス病

Ｂｏｔｍ′tjsgJadjoJorum，乾腐病FLLsarjum

o｡cySporumf､ｓｐ・gJadioZj,菌核病ScZerot伽a

gZadjoJi，硬化病S2ptoriagZadioJj，紋枯病

RhjzoctonjasoJam

38、ポインセチア

根腐病Eythjumsp、

39．ツツジ

花腐菌核病ＯｕｕＪｊ"jaazaZeae，白紋羽病

RoseJJj"iα〃ecatrjr

40、バラ

根頭がんしゅ病Agro6acterjUmtUme/bcje"８，

疫病Ｐ/MOpMDoramegaSPerma，灰色かび病
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Bot”tjscmerea，白紋羽病RoseZJ伽α几ecatr此

41．カーネーション

萎ちよう細菌病Pseudomo〃ａｓｃａⅣOphyZZj，

立枯細菌病Ｅ、ﾉｍｉａｃｈ尻ysa几仇ｅｍｊｐｖ、

ｄｊα"thZucoJa，疫病PhytQpMZoramcotiα"αｅ

ｖａｒ．ｐαras苑iticanjcotjα"αｅｖａｒ・parasjtica，

灰色かび病ＢｏｔＭｊｓｃｍｅｒｅａ，萎ちよう病

肋sa7iumoJcySporumfsp，djanthj，菌核病

SbJerot伽ascJe7otjorum，茎腐病ＲﾉZjzocZo"ja

soZcmi，白絹病SbZe7otjumM/Sit，立枯病

FtLsqrjum7oseumf、ｓｐ・cereaZjs，Fusarium

trjcmctum

会

小林達次１９８７根の活力と根圏微生物農文協

駒田旦・稲葉忠輿１９９２病害防除の新戦力全

国農山教育協会

松田明１９７７野菜の土壌病害一原因と対策一

農山漁村文化協会

見里朝正編１９８３作物保護の新分野日本植物

防疫協会

西尾道徳１９８３新しい土壌管理農文協

小川奎１９８８士壌病害をどう防ぐか農文協

大屋一弘１９９２仲縄における±づくりを考える

沖縄農業２７:21-25

「新版土壌病害の手引き」編集委員会１９８４土

壌病害の手引き

都留信也１９８６土壌の微生物農山漁村文化協

会

梅谷献二他１９９０農業有用微生物－その利用と

展望一養賢堂

渡辺巌１９７６農業と土壌微生物農山漁村文化

協会
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